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別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者
. ・

(711J ￡;;F 支 出 調 三l三陸f 
VJJ 会派名 t戸内j ぷ刀 7y ワ・与ヨ『ー口、，百!町裂一jー~M，ー gjγE- タ~~~~詔

.区 分 事 由 費 目 . 金 争原

l 調査研究費
交通費 .旅費. 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 勾干 ，(~ 費 . 奈~費，-'回 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費・ 振込料

会場費 1 交通費 自動車燃料費 , 

3 広 2版 3主' キi綜仰リ製〉
資料作成費. 広報誌(紙) 乙dι!. 2.~玖 報告書等印刷費

送料(折込~Sl・含む) /1~ g9 0; ウ ェ フ予ベ}ジ];島1jl~代 ， 茶菓子代
J 

ぴ月 称号〉 振込料 d.7t pt?tJ.-

4 広 聴 ， 費
ー会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料，

5 要請・陳情活動費
交通費 a 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

iコズx 苦虫 讃ィ
会場費 交通費 自動車燃料費

6 
資料作成費 振込料・

資料作 成 費
印刷製ヌ件費 翻訳料 九 ~3WÞ料

7 , , j~込料 「

資料購 入 費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

8 
有料デ}タベース等利用料 振込15lh

9 人 ヂド 費 賃金 社会保険料等 振込~SI>

事務所費
備品購入費 事務機器等ジ」ス代 消耗品等事務費，

10 
印刷代 振込15!" 配送手数料

通信運搬・自動. 電話41519等{按分) 郵便料等 自動車燃料費目安分)，
11 
車燃料費 その他 ベ

逸 ~I支出年月日lμ/れ ア 月 28 日 11 J 7J1, (87) 円 !使 用 者 ヤ一く . 
現金出納簿

ア支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 ア

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 1三2 一研主主修竺費 (①E 広資料報作成費費 1i48 広資 聴 費 広秀防点、(糾〉
5 要請 ・ 陳情活動費 料購入費

ト一一一一ーー』

10 事務 所 費 11 通信運搬 ・ 自動車燃料費 (事便料等) ※該当する支出費 目 を記入

支 出目的 -_&_~.区住め竺室埜竺J2222KZ一一一一一一一
(支 出 事 由) 一一一一一一一一一

内 名月孟う手

弁会長釘'-:，.'Ij: Iり一品総2-Lf-Æ-11.A~\_' .-一一一

支 出年月日 支 出 先 支出金 額

H. 

剣山美 l司斤必'1ユ Z 年7月之 r日 之 f-!; 之 O tJ 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 高吟嘉手軍手FZ

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
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参6 ムキ詩的 様

'1i 山 ァ l ぶ 。 (
l 但 議会 7ずJ. \)匂1J\j 何

上記正に領収いたしま した

〒963-8∞4 福島県郡山市中町15-2己

25郡山共同印
取締役社長 柳 沼太 利
電話 (024) 932-6958 

ワ 月 ぇ F 日

内

消費税等

、

※複数の領収書等を貼る場合は 、 重ならないよ うに貼付してくださ い。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。



(1) 

6

月
議
会
報
告

フ
ッ

ン
タ
i

建
設
予
算
は
縮
減

=&.", 

長
提
案
予
算
を
修
創
一
風
会
。
共
産
党
の
賛
成
で
可
決

叩
億
円
以
上
を
か
け
て
公
認
サ
ッ
カ
ー
場
を
熱
海
町
の
磐
光
ホ
テ
ル
跡
地
に
つ
く
る
と
す
る
市
長
提
案
に
対

し
「
豪
華
す
ぎ
る
、
お
金
を
か
け
過
ぎ
」
と
の
意
見
が
市
議
会
で
多
数
を
占
め
、
予
算
の
縮
減
を
求
め
る
修
正

案
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

市
長
は
3

分
の
2

以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
こ
の
修
正
案
を
可
決
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
再
議
」
を
市
議
会
に
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
し
た
が
議
会
多
数

の
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
で
起
こ
る
混
乱
を
避
け
修
正
案
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
を
除
き
市
長
提
案
が
覆
さ
れ

引
訂
騨
;r号

る
こ
と
は
稀
で
、
こ
こ
初
年
記
憶
に
あ
り

込

-
ν
p
m題

ケ

γ
V

L

t
h
v
t

ト
t
a
E

t
円
臨
調
副
刊
で

i

，
W
1
J忌

島
町
高

ま
せ
ん
。

記
官
瞬
麟
智崇
弘戸
経
♂
一一一
市

瀬
い
ヤ
間

四

r
l
h

-
F
J
謡
、
土
ん

共
産
党
市
議
団
は
修
正
案
に
賛
成
の
立

関
酔
;柚
宗

一
時

a

d

J
b

叩U
A
4

・
J静
S
J

，
臨
4
i

i
E
f
i
k
\

ま

向
日
弓
に
臨
み
本
会
議
で
は
討

野
監

一
識
者

海
臨
臨
閣
置
問
圏
喧
i
F

￡
止
揖

屋
内
プ
l

ル
建
設
に
羽
億
円
か
け
、
今

騒
翻
臨
掴
圏
一r
l

p
L

度
は
叩
億
円
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
建
設
予
算
。
そ
の
一
方
で
保
育
料

無
料
化
の
早
期
実
施
、
温
泉
・
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
の
補

助
額
を
元
ど
お
り
に
!
な
ど
市
民
要
求
は
切
実
。
同
じ
体
育
施
設
で
も
グ
ラ
ン

ド
を
な
ら
す
レ

l

キ
の
不
足
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
な
ど
足
元
は
お
寒
い
限
り
。

豪
華
さ
や
派
手
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
地
に
足
の
着
い
た
施
策
が
必
要
で

す
。

(
7月
初
日
に
市
側
か
ら
当
初
予
算
案
と
比
較
す
る
と

3

億
4
0
0

万
円

減
額
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
)
。

岡
田
哲
夫
市
議
市
政
一
般
質
問

原
発
問
題
で
は
、
各
家
庭
な
ど

に
保
管
さ
れ
て
い
る
除
去
土
壌
等

量
一
宮
・

一
向
の
搬
出
の
前
提
と
な
る
中
間
貯
蔵

u
• 

駄
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
早
急
に
実

'
 

岡
現
す
る
た
め
に
国
に
働
き
か
け
る

ょ
う
求
め
ま
し
た
。
賠
償
請
求
の

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き

(
A
D

へ
の
申
し
立
て
の
活
用
、
県
の
「
原
子
力
損
害
対
策
協
議

会
」
全
体
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
も
要
求
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
に
つ
い
て
は
、
国
が
検
討
し
て
い
る
要
介
護

1

、

2

の
福
祉
…

用
具
貸
与
の
自
己
負
担
化
に
つ
い
て
市
に
反
対
す
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
と
保
育
士
の
待
遇
改
善

に
つ
い
て
、
特
に
臨
時
保
育
土
の
正
規
職
員
化
を
求
め
ま
し

た
。
教
育
問
題
で
は
、
教
職
員
の
人
事
評
価
制
度
の
現
状
と
問

題
点
の
確
認
と
と
も
に
、
教
育
予
算
増
や
学
校
司
書
給
与
の
公

費
負
担
化
に
よ
る
父
母
負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
答
弁
は
以
下
の
通
り
で
す
。

中
間
貯
蔵
施
設
整
備
の
加
速
化
を
…

問
・
'
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
、
再
度
国
・
東

電
に
要
請
を
!

窓
口
・
・
用
地
取
得
の
全
体
面
積
約1
6
0
0
M
の
う
ち
契
約
済
は
叩
凶

だ
が
、
約

9
5
0
M

が
物
件
調
査
済
な
の
で
用
地
取
得
は
加
速
化

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
県
や
全
市
町
村
加
盟
の
連
絡
調
整
会
議

や
各
市
長
会
で
も
要
望
し
て
い
る
。
…

R 

要
介
護
1

・
2

者
の
福
祉
用
具
貸
与
の
自
己

負
担
化
の
撤
回
を

問
・
'
本
市
に
お
い
て
は
何
名
程
度
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
で
る
か
?

(
2面
に
続
く
)

共産党市議団は岡田・高橋の両市議が市政一般質問を行い

岩崎市議が採決にあたり討論を行いました。

市長提案23議案中、フットボール場建設費や水素ステーショ

ンリース料を含む補正予算や国保税課税限度額の引き上!式認

定保育園に保育士資格のない職員の配置を認める条例案など

5議案に反対を表明しました。

岩崎農理子 高橋善治
ft945 ・ 1918 FAX 945 ・ 19印公・ FAX 955 ・ 3093

ミ1f ~ J 

岡田哲夫
8・ FAX 935 ・ 8188

No. 123 2016 年 7 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 TEL 024 (924) 2500 

高
橋
よ
し
は
る
市
議
市
政
一
般
質
問

園民健蔵
保険税

郡山市の国保会計の決算を見ると毎年のように10億円前後の大幅黒字が

出ています。今年9月公表予定の咋年度分決算でも10億円を超える黒字に 高橋よしはる市議

なる見込みです。 74歳以下の年金生活者や無職者が多く加入し高すぎる保険税に四苦八苦しているのが

現状です。引き下げは可能だとして世帯割の引き下げを求めました。

被雇用者健康保険なら年収1 ， 500万円の保険料
と同じ

課税限度額の連続値上げで、中堅所得者の負担増が顕著になっています。サラリーマンの加入する健

康保険なら35万円程度の負担で済むのに自営業者や専業農家などの国保加入者は89万円の負担に。

この負担額は年収1 ， 500万円のサラリーマンと同じです。連続値上げの中止を求めました。
¥ 

1 
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間
・
'保
育
士
給
与
の
低
額
さ
が
保
育
士
不
足
の
一
因
だ

が
、
保
育
士
確
保
の
た
め
に
本
市
の
対
策
は
?

答
'
民
間
保
育
所
へ
処
遇
改
善
加
算
を
給
与
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
臨

時
保
育
士
の
日
給
は

7
5
0
0

円
と
事
務
補
充
の

職
員
(
6
7
0
0
円
)
よ
り
優
遇
し
て
お
り
、
雇
用
期

間
に
つ
い
て
も

7

年
間
(
事
務
職
員
は
3

年
)
と
し

て
い
る
。
通
勤
費
や
生
活
費
な
ど
を
含
め
た
総
合
的

な
生
活
環
境
の
良
さ
を

P
R

し
た
い
。

周
囲
哲
夫
市
議
質
問
1

酉
か
ら
の
続
き

窓
口
・
'
要
介
護2
以
下
の
人
数
は
9
5
3
5

名
(
全
体
の

間
%
)
。

福
祉
用
具
貸
与
利
用
者
は
2
5
6
2

名

現
在
は
窓
口
で
利
用
料
の
1

割
ま
た
は
2

割
を
負
担

し
て
い
る
。
原
則
自
己
負
担
に
な
れ
ば
、
一
時
的
な

負
担
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
。

間
-
J
制
度
改
悪
は
実
施
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、

本
市
の
対
応
は
?

窓
口・
'
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
利
用
者
が
増
大
す
る
現

状
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
の
理
念
に
沿
っ
た
議
論
の

推
移
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い

。

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

間
・
:
本
市
公
立
保
育
所
の

臨
時
保
育
士
の
割
合
は
お
%

で
あ
り
そ
の
割
合
が
高
す
ぎ

る
と
思
う
が
。

窓
口
・
'
臨
時
保
育
士
の
割
合
は
、
中
核
市
川
山
市
の
平
均
で

M
%
、
県
内
各
市
平
均
で
臼
%
だ
が
、
一
方
正
職
員

の
割
合
は
本
市
は
高
い
。
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
臨
時
保
育
士
を
適
宜
配
置
し

て
い
る
。

市議会だより

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

間
.
，
、
学
校
司
書
の
給
与
は
す
べ
て
公
費
で
賄
う
べ
き
で

は
な
い
か
?

窓
口
・
'
本
市
で
は
、
学
校
司
書
を
P
T
A

が
雇
用
し
、
そ

の
経
費
の
2

分
の
l

を
市
が
補
助
す
る
制
度
。
こ
の

制
度
に
よ
り
、
学
校
や
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
雇
用

や
勤
務
内
容
な
ど
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。
今
後
も
、

現
行
制
度
で
、
学
校
図
書
館
の

一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

間
・
'
尚
子
校
運
営
に
か
か
わ
る
予
算
は
す
べ
て
公
費
で
賄

う
べ
き
で
は
?

窓
口
・
'
県
教
育
委
員
会
の
「
徴
収
金
事
務
の
取
扱
要
領
」

に
基
づ
き
、
公
費
・
私
費
の
区
分
を
適
正
に
行
っ
て

い
る
。
学
校
の
教
授
用
の
教
材
・
教
具
や
事
務
用
品
、

印
刷
代
、
図
書
費
な
ど
の
学
校
運
営
に
要
す
る
経費

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
公
費
と
し
て
予
算
を
計
上
し
、

各
学
校
に
配
当
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
ド
リ

ル
等
に
つ
い
て
は
、
私
費
負
担
が
原
則
だ
。

口
問橋
よ
し
は
る
市
議
質
問
1

面
か
ら
の
続
き

中
小
零
細
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

2016 年 7 月

間
・
'
中
小
企
業
憲
章
の
立
場
に
立
ち
事
業
者
の
個
々
の

声
も
十
分
聞
き
な
が
ら
中
小
・
零
細
企
業
振
興
基
本

条
例
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

窓
口
.
，
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
皆
様
が
将
来
に
希
望

が
持
て
る
条
例
の
制
定
を
視
野
に
検
討
を
進
め
る
。

保育所名 待機児童数 保育所名 待機児童数

女--'-- 手責 1 郡山婦人会 1 

方く 盛 。 赤 木 。

成 田 2 希望ヶ 丘 7 

富 久 山 1 鉄道弘済会 5 

喜 久 田 2 ひま わ り 。

~~\ 中 里子 。 lま な さ と 3 

熱 海 。 民 梅 σコ 木 1 

柳 橋 1 緑 ケ 正 。

西 田
。 間 ギ ナ 。

ス

日 和 田 3 エムポリアム 1 

田 村 。 三n刃'[i、 あさひがおか 4 

御 代 田 。 ユーノミロ 1 

桑 聖子 2 可 八 山 回 5 
立

柴 ，昌-広- 4 大町分園 4 

フ ね め 。 笑風にこにこ 4 
，邑で土~

田 3 ひだまり分園 。

大 -JJX: ひ ド レ
、、

。コ 1 ¥ 

公立計 3 8 のびのび 3 

認可計 80 乳児分園 2 

中町はなさと 。 民間認可計 42 

ココカフ開日比 。 芳 賀 1 
規
まんまぴあ 1 大 槻 1 模
L -kids 2 んムム¥ 開 成 。

小規模計 3 香 久 池 3 

霊 ほしのこ(地域) 1 杉じ 見 í'コG. 1 

間ほしのこ(従業員) 。 一λ1- 久 イ呆 7 

事業所内計 l 主十 1 

iロL 計 84 鶴見 。

汚
染
土
壌
搬
出
事
業
は
地
元
企
業
優
先
で

問

・
'
地元
中
小
企
業
の
振
興
の
観
点
か
ら
、
発
注
規
模

を
あ
ま
り
大
き
く
し
な
い
で
郡
山
市
に
本
店
の
あ

石
事
業
所
に
発
注
せ
よ
。

答
・
'
小
規
模
の
発
注
単
位
を
設
定
す
る
な
ど
、

企
業
に
配
慮
し
た
資
格
要
件
を
定
め
る
。

地
プE

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
は
民
間
に
任
せ
よ

問
・
'
水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の
燃
料
供
給
施
設
を
郡

山
市
が
設
置
す
る
予
算

7
6
8
0

万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
は
民
間
事
業
者
に
任

せ
る
べ
き
だ
。

窓
口
・
'
水
素
利
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
各
種
施
策

の
展
開
を
は
か
つ
て
い
く
。

問
・
9

電
源
の
な
い
場
所
に
太
陽
光
発
電
を
利
用
し

た
防
犯
灯
を

窓
口
;
太
陽
光
を
利
用
し
た
防
犯
灯
は
他
の
方
法
に
比

べ
高
額
に
な
る
の
で
基
本
的
に
他
の
方
法
で
設
置

を
す
す
め
る
。

さ
ら
な
る
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
を

問
・
'
平
和
首
長
会
議
と
非

核
自
治
体
宣
言
自
治
体

協
議
会
に
加
入
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
せ
よ
。

窓
口・
'
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
に
参

加
す
る
。
青
少
年
「
平
和
交
流
」
支
援
事
業
に
も

希
望
す
る
職
員
を
推
薦
す
る
。

公
園
愛
護
協
会
の
活
動
支
援
の
強
化
を

問
・
'
公
園
の
維
持
、
管
理
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
愛

護
協
会
は
全
国
的
に
担
い
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。

独
自
の
広
報
誌
発
行
な
ど
活
動
を
支
援
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
わ
が
市
の
支
援
の
考
え
方
は
。

窓
口・
'
毎
年
、
愛
護
協
力
会
会
員
か
ら
ご
意
見
・
要
望

を
お
開
き
し
て
い
る
。
修
繕
等
に
つ
い
て
は
早
急

に
対
応
す
る
な
ど
公
園
の
維
持

、

管
理
は
市
民
と

の
協
働
で
進
め
て
い
る
。

(平成28年 6 月 1 日現在)数
こs!:z:二

塁主
l日
J し待機

問
・
'
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
応
策
は

窓
口・
'
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
」
に
従
い
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
含
め
た
人
権
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
活

動
に
取
り
組
む
。

聞きなれない言葉ですが、公共施設の命名権を企業などに売

り、代金を自治体の収入にする計画が郡山市で進んでいます。

問題なのはその施設の対象に中央公民館まで含まれているこ

と。そのうえ命名権を獲得した企業には「特典J

設の l部を使い広告宣伝ができること。

例えば中央公民館が rooホール」と名付けられ00製の楽

器やピアノが広告入りで展示されると市外の方は00の施設と思

い込みそうです。そのうえ指定管理者として00会社が実際の

管理運営を請け負うことになればなおさらです。

ネーミシグライツは慎重に

としてその施

市民から寄せられた請願の審議結果

請願の趣旨または件名 採択の結果

*ソフトボール競技場の整備、充実を求める請願 全会一致 c採択

*国による被災児童生徒に対する十分な就学支援
全会一致で採択

を求める請願

*看護師・介護従事者不足解消のため労働環境
全会一致で採択

の改善で安心・安全な医療・介護を求める請願

*原発の運転停止と廃炉を求める請願 ①は全会一致で採択
①福島県内10基全ての原発を廃炉にすること ②は創風・新政・公明等
②J II 内原発の運転を停止すること が反対して不採択

郡山市の義務教育における保護者負担の軽減 賛成は共産党と無所属
を求める請願 のみで不採択

、
守

、

三
、

*の 4 件について共産党市議団は紹介議員になりました。
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上記のとおり支出します。

議員氏名長崎長珂手C22

支出番号

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

・ 1
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上記正に領収いたしました
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1 
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¥ 
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、、守，民 l
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m
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開
引
太
唱

・
心
罰
則
r
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町
一
共
沼
川

崎
・U
柳
M

9
T
E
E
-
:
c
o
 

端
的
劃

一T
有
会
取

ー

~t HiŜ GO #778 

小切手

現金

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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(1) 

6

月
議
会
報
告を
フ
ッ

J~ 

ン
タ
l

建
設
予
算
は
縮
減

し

市
長
提
案
予
算
を
修創
一
風
会
@
共
産
党
の
賛
成
で
可
訣

叩
億
円
以
上
を
か
け
て
公
認
サ
ッ
カ
ー
場
を
熱
海
町
の
磐
光
ホ
テ
ル
跡
地
に
つ
く
る
と
す
る
市
長
提
案
に
対

し
「
豪
華
す
ぎ
る
、
お
金
を
か
け
過
ぎ
」
と
の
意
見
が
市
議
会
で
多
数
を
占
め
、
予
算
の
縮
減
を
求
め
る
修
正

案
が
可
決
成
立
し
ま
し
た

。

市
長
は
3

分
の
2

以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
こ
の
修
正
案
を
可
決
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
再
議
」
を
市
議
会
に
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
し
た
が
議
会
多
数

の
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
で
起
こ
る
混
乱
を
避
け
修
正
案
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
を
除
き
市
長
提
案
が
覆
さ
れ

寸
け
J閤
勺
J
A
割

る
こ
と
は
稀
で
、
こ
こ
凶
年
記
憶
に
あ
り

札
総
和
睦
九
千
議議

ま
せ
ん
。

む
J
J
'
委

主

共
産
党
市
議
団
は
修
正
案
に
賛
成
の
立

爵
い
割

J
十

j
S

札

場
で
委
員
会
審
議
に
臨
み
本
会
議
で
は
討帯
解
匙
謹
瓢際問

論
を
行
い
ま
し
た
。

区
宮
島
骨
電
動

一
\
同
二
一
，

密
酷
盟
圃
圏
陽
園
園
町
一
千
之
さ

屋
内
プ
1
ル
建
設
に
羽
億
円
か
け
、
今

関
蝿
闇
闇
圏

「
下

駒
山
凶

度
は
叩
億
円
の
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
建
設
予
算
。
そ
の
一
方
で
保
育
料

無
料
化
の
早
期
実
施
、
温
泉
・
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
の
補

助
額
を
元
ど
お
り
に
!
な
ど
市
民
要
求
は
切
実
。
同
じ
体
育
施
設
で
も
グ
ラ
ン

ド
を
な
ら
す
レ

l

キ
の
不
足
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
な
ど
足
元
は
お
寒
い
限
り
。

豪
華
さ
や
派
手
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
地
に
足
の
着
い
た
施
策
が
必
要
で

す
。

(
7
月
初
日
に
市
側
か
ら
当
初
予
算
案
と
比
較
す
る
と
3

億
4
0
0

万
円

減
額
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
)
。

周
囲
哲
夫
市
議
市
政
一
般
質
問

原
発
問
題
で
は
、
各
家
庭
な
ど

に
保
管
さ
れ
て
い
る
除
去
土
壌
等

t
F寵

h

而
の
搬
出
の
前
提
と
な
る
中
間
貯
蔵
…

• 

駄
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
早
急
に
実
…

-

剛
現
す
る
た
め
に
国
に
働
き
か
け
る

ょ
う
求
め
ま
し
た
。
賠
償
請
求
の

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き

(
A
D

R
)
へ
の
申
し
立
て
の
活
用
、
県
の
「
原
子
力
損
害
対
策
協
議
…

会
」
全
体
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
も
要
求
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
に
つ
い
て
は
、
国
が
検
討
し
て
い
る
要
介
護

1
、

2

の
福
祉

用
具
貸
与
の
自
己
負
担
化
に
つ
い
て
市
に
反
対
す
る
よ
う
に
求
…

め
ま
じ
た
。
保
育
所
の
待
機

児
童
解
消
と
保
育
士
の
待
遇
改
善

に
つ
い
て
、
特
に
臨
時
保
育
土
の
正
規
職
員
化
を
求
め
ま
し

た
。
教
育
問
題
で
は
、
教
職
員
の
人
事
評
価
制
度
の
現
状
と
問
…

題
点
の
確
認
と
と
も
に
、
教
育
予
算
増
や
学
校
司
書
給
与
の
公

費
負
担
化
に
よ
る
父
母
負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
答
弁
は
以
下
の
通
り
で
す
。

中
間
貯
蔵
施
設
整
備
の
加
速
化
を

問
・
'
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
、
再
度
国

・
東

電
に
要
請
を
!
日

窓
口
・
・
用
地
取
得
の
全
体
面
積
約1
6
0
0
M

の
う
ち
契
約
済
は

m
M

だ
が
、
約

9
5
0
M
が
物
件
調
査
済
な
の
で
用
地
取
得
は
加
速
化

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
県
や
全
市
町
村
加
盟
の
連
絡
調
整
会
議

や
各
市
長
会
で
も
要
望
し
て
い
る
。
…

要
介
護
1

・
2

者
の
福
祉
用
具
貸
与
の
自
己

負
担
化
の
撤
回
を

問
・
'
本
市
に
お
い
て
は
何
名
程
度

、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
で
る
か
?

(
2面
に
続
く
)

高橋善治
古田 FAX 955 ・ 3093

岩崎農理子
公945 ・ 1918 FAX945 ・ 1 963

共産党市議団は岡田・高橋の両市議が市政一般質問を行い

岩崎市議が採決にあたり討論を行いました。

市長提案23議案中、フットボール場建設費や水素ステーショ

ンリース料を含む補正予算や国保税課税限度額の引き上i式認

定保育園に保育士資格のない職員の配置を認める条例案など

5議案に反対を表明しました。

市議会f
No.123 2016 年 7 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 TEL 024 (924) 2500 

高
橋
よ
し
は
る
市
議
市
政
一
般
質
問

髄藍彊璽翠霊童寵臨調

国民健康
保険税

郡山市の国保会計の決算を見ると毎年のように10億円前後の大幅黒字が

出ています。今年9月公表予定の昨年度分決算でも10億円を超える黒字に 高橋よしはる市議

なる見込みです。 74歳以下の年金生活者や無職者が多く加入し高すぎる保険税に四苦八苦しているのが

現状です。引き下げは可能だとして世帯割の引き下げを求めました。

被雇用者健康保険なら年収1 ， 500万円の保険料
と閉じ

課税限度額の連続値上げで、中堅所得者の負担増が顕著になっています。サラリーマンの加入する健

康保険なら35万円程度の負担で済むのに自営業者や専業農家などの国保加入者は89万円の負担に。

この負担額は年収l， 500万円のサラリーマンと同じです。連続値上げの中止を求めました。



No.123 (2) 

間
・
'
中
小
企
業
憲
章
の
立
場
に
立
ち
事
業
者
の
個
々
の

声
も
十
分
間
き
な
が
ら
中
小
・
零
細
企
業
振
興
基
本

条
例
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

窓
口
・
'
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
皆
様
が
将
来
に
希
望

が
持
て
る
条
例
の
制
定
を
視
野
に
検
討
を
進
め
る
。

同
宙
哲
夫
市
議
質
問
1

面
か
ら
の
続
き

答
・
'
要
介
護
2

以
下
の
人
数
は
9
5
3
5

名
(
全
体
の

侃
%
)
。
福
祉
用
具
貸
与
利
用
者
は
2
5
6
2

名
。

現
在
は
窓
口
で
利
用
料
の
l

割
ま
た
は
2

割
を
負
担

し
て
い
る
。
原
則
自
己
負
担
に
な
れ
ば
、
一
時
的
な

負
担
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
。

開
・
'
制
度
改
悪
は
実
施
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、

本
市
の
対
応
は
?

窓
口
・
'
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
利
用
者
が
増
大
す
る
現

状
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
の
理
念
に
沿
っ
た
議
論
の

推
移
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

問
・
'
本
市
公
立
保
育
所
の

臨
時
保
育
士
の
割
合
は
お
%

で
あ
り
そ
の
割
合
が
高
す
ぎ

る
と
思
う
が
。

答
・
'
臨
時
保
育
士
の
割
合
は
、
中
核
市
羽
市
の
平
均
で

は
%
、
県
内
各
市
平
均
で
何
%
だ
が
、
一
方
正
職
員

の
割
合
は
本
市
は
高
い
。
多
様
な
保
育
ニ
l

ズ
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
臨
時
保
育
土
を
適
宜
配
置
し

て
い
る
。

市議会どよ り

問
;
保
育
士
給
与
の
低
額
さ
が
保
育
士
不
足
の
一
因
だ

が
、
保
育
士
確
保
の
た
め
に
本
市
の
対
策
は
?

窓
口
・
'
民
間
保
育
所
へ
処
遇
改
善
加
算
を
給
与
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
臨

時
保
育
士
の
日
給
は

7
5
0
0

円
と
事
務
補
充
の

職
員

(
6
7
0
0
円
)
よ
り
優
遇
し
て
お
り
、
雇
用
期

間
に
つ
い
て
も

7

年
間
(
事
務
職
員
は

3

年
)
と
し

て
い
る
。
通
勤
費
や
生
活
費
な
ど
を
含
め
た
総
合
的

な
生
活
環
境
の
良
さ
を

P
R

し
た
い
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
を

間
・
'
学
校
司
書
の
給
与
は
す
べ
て
公
費
で
賄
う
べ
き
で

は
な
い
か
?

窓
口
・
'
本
市
で
は
、
学
校
司
書
をPT
A

が
雇
用
し
、
そ

の
経
費
の
2

分
の
l

を
市
が
補
助
す
る
制
度
。
こ
の

制
度
に
よ
り
、
学
校
や
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
雇
用

や
勤
務
内
容
な
ど
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。
今
後
も
、

現
行
制
度
で
、
学
校
図
書
館
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

間
・
'
A子
校
運
営
に
か
か
わ
る
予
算
は
す
べ
て
公
費
で
賄

う
べ
き
で
は
?

窓
口
・'県
教
育
委
員
会
の
「
徴
収
金
事
務
の
取
扱
要
領
」

に
基
づ
き
、
公
費
・
私
費
の
区
分
を
適
正
に
行
っ
て

い
る
。
学
校
の
教
授

用
の
教
材
・
教
具
や
事
務
用
品
、

印
刷
代
、
図
書
費
な
ど
の
学
校
運
営
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
公
費
と
し
て
予
算
を
計
上
し
、

各
学
校
に
配
当
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
ド
リ

ル
等
に
つ
い
て
は
、
私
費
負
担
が
原
則
だ
。

高
橋
よ
し
は
る
市
議
質
問
1

菌
か
ら
の
続
き

中
小
零
細
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

2016 年 7 月

保育所名 待機児童数 保育所名 待機児童数 |
安 積 1 郡山婦人会 1 

万く 盛 。 赤 木 。

日長 田 2 希望ヶ E 7 
，昌=- 久 山 1 鉄道弘済会 5 

喜 久 田 2 ひま わ り 。

公 中 里子 。 はな さ と 3 

警泉 海 。 民 梅 の 木 1 

移H f喬 1 語表 ウー E 。

西 田
。 間 ギ ナ 。

ス

臼 手口 田 3 エムポリアム 1 

田 キナ 。 雪P刃U、 あさひがおか 4 

御 代 田 。 二工 』ーノ\c ロ 1 

* 里子 2 可 八 山 田 5 
立

柴 r呂よー， 4 大町分園 4 

フ ね め 。 。笑風にこにこ 4 
~昌圭r・ 田 3 ひだまり分園 。

大 成 5 ド レ
、、

。コ 1 ¥ 

公立計 3 8 のびのび つにJ

認可計 80 乳児分園 2 

中町はなさと 。 民間認可計 4 2 

ココカラ開成 。 芳 賀 1 
規
まんまひ。 あ l 大 槻 1 模
L-kids 2 ~~ ¥ 開 成 。

小規模計 3 タ国王 久 池 3 

事 ほしのこ(地域) 1 桃 見 1 
所果内 ほしのこ(従業員)

。 立 久 保 7 

事業所内計 1 主十 生

合計 84 在鳥 見 。

汚
染
土
壌
搬
出
事
業
は
地
元
企
業
優
先
で

問
・
'
地
元
中
小
企
業
の
振
興
の
観
点
か
ら
、
発
注
規
模

を
あ
ま
り
大
き
く
し
な
い
で
郡
山
市
に
本
店
の
あ

る
事
業
所
に
発
注
せ
よ
。

窓
口
;
小
規
模
の
発
注
単
位
を
設
定
す
る
な
ど
、

企
業
に
配
慮
し
た
資
格
要
件
を
定
め
る
。

i也
フじ

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
は
民
間
に
任
せ
よ

間
・
'
水
素
燃
料
電
池
自
動
車
の
燃
料
供
給
施
設
を
郡

山
市
が
設
置
す
る
予
算

7
6
8
0

万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
は
民
間
事
業
者
に
任

。
せ
る
べ
き
だ
。

窓
口
・
'
水
素
利
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
各
種
施
策

の
展
開
を
は
か
つ
て
い
く
。

問
・
'
電
源
の
な
い
場
所
に
太
陽
光
発
電
を
利
用
し

た
防
犯
灯
を

窓
口
・
'
太
陽
光
を
利
用
し
た
防
犯
灯
は
他
の
方
法
に
比

べ
高
額
に
な
る
の
で
基
本
的
に
他
の
方
法
で
設
置

を
す
す
め
る
。

さ
ら
な
る
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
を

問
・
'
平
和
首
長
会
議
と
非

核
自
治
体
宣
言
自
治
体

協
議
会
に
加
入
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
せ
よ
。

生
一
'
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
に
参

加
す
る
。
青
少
年
「
平
和
交
流
」
支
援
事
業
に
も

希
望
す
る
職
員
を
推
薦
す
る
。

公
園
愛
護
協
会
の
活
動
支
援
の
強
化
を

問
;
公
園
の
維
持
、
管
理
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
愛

護
協
会
は
全
国
的
に
担
い
手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。

独
自
の
広
報
誌
発
行
な
ど
活
動
を
支
援
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
わ
が
市
の
支
援
の
考
え
方
は
。

窓
口
・
'
毎
年
、
愛
護
協
力
会
会
員
か
ら
ご
意
見
・
要
望

を
お
聞
き
し
て
い
る
。
修
繕
等
に
つ
い
て
は
早
急

に
対
応
す
る
な
ど
公
園
の
維
持
、
管
理
は
市
民
と

の
協
働
で
進
め
て
い
る
。

(平成28年 6 月 1 日現在)数
ニc:ニ

長主
l日
J し待機

問
・
3

へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
応
策
は

答
・
'「
ヘイ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法

)
に
従
い
へ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
含
め
た
人
権
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
活

動
に
取
り
組
む
。

聞きなれない言葉ですが、公共施設の命名権を企業などに売

り、代金を自治体の収入にする計画が郡山市で進んでいます。

問題なのはその施設の対象に中央公民館まで含まれているこ

と。そのうえ命名権を獲得した企業には「特典」

設の 1部を使い広告宣伝ができること。

例えば中央公民館が 100ホール」と名付けられ00製の楽

器やピアノが広告入りで展示されると市外の方は00の施設と思

い込みそうです。そのうえ指定管理者として00会社が実際の

管理運営を請け負うことになればなおさらです。

h-iミングライツは慎重に

としてその施

市民から寄せられた請願の審議結果

請願の趣旨または件名 採択の結果

*ソフドボール競技場の整備、充実を求める請願 全会一致で採択

*固による被災児童生徒に対する十分な就学支援
全会一致で採択

を求める請願

*看護師・介護従事者不足解消のため労働環境
全会一致で採択

の改善で安心 ・安全な医療・介護を求める諾願

*原発の運転停止と廃炉を求める詩願 ①は全会一致で採択
①福島県内10基全ての原発を廃炉にすること ②は創風新政公明 |
②川内原発の運転を停止すること が反対して不採択

郡山市の義務教育における保護者負担の軽減 賛成は共産党と無所属
を求める請願 のみで不採択

*の 4 件について共産党市議団は紹介議員になりました。



別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起 主時司~二|斗弘

i刀ゆさhJ 
;アナ\

iモ迎言Eジh 支 出 調 ヨl三主I 
、'j.' <士/会派名 i~'J ):;:. ~ ~~~<~; j~g 5æ;:~ l1~ i~，お討すi.~~f !fit~lr 

、区 分 出 費 目 . 金 額

l 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 研 修 費 交通費 , 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料

会場~" 交通費. 自動車燃料費

3 広 21殺 費
資料イ乍成費 広報誌(紙) 報告書等印刷費 . 
送料(折込料含む) ウェブページ掲載代 。 茶菓子代

J 

J反込料

4 広 暗証 費待宇野主主晴財物り 会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 /，03之 J辰込~Sl' 〆 0 3 之
4 

5 要請・陳情活動費
交通費 .旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 会 議 ー賀J
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 振込料 '

7 資料作成費
印刷製木費 翻訳料 さ1割引:料

振込~Sf'. , f 

8 資 料'購入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

有料データベース等利用料・ 振込料

9 人 件 費 賃金 社会保険料等 J辰込料

事務所費
備品購入費 事務機器等 Y ース代 消耗品等事務費.

10 
印刷代一 振込料 配送手数料

11 
通信運jJ~~ ・自動 電話料毎日安分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)，

車燃料費 その他 'た

⑪ jjxlli子 :z--o/l~:p 11 /'合計使用者 場盈ム Y 月 /
現金出納簿 <p 

?， oJ 之支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 ヂ
区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1-i::台市川広聴費
5 要請・ 陳情活動費 資料購入費

砕州、

10 事務所費 11 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 -Mhmd也監?司区唯一一
一一一一一一一回一

(支出事由)
一一一一一一一一一一一一一一---------一一一一一一

一堂側主ji\ 1 ~協ι泰山[一一一一一一一一
内 谷，チヲ

一一一一一一一一一一一一一一

支出年月日 支 出 先 支 出金額

叶'

ト 7 ぺt エて iレユえは勧告:)-g 年7 月イ日 /oJ 之 円

上記のとおり支出します。

議員氏名#パ長婦鈍コ

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

領収証
凶延長級> t1'山々 izt臼様

No.0044120 

合計 ￥ 1 ， 032-

Aerマわゆわ〉
上記の金額正に額収いたしました
2016年 7月 26 日(火〉 担当者

3-ヲペ=illII

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。



御中

2 0 1 6 年 7 月 1 5 日

日本共産党郡山市議団

高橋善治

岩崎員理子

岡田哲夫

次年度に向けた予算要望聴取に関するお願いについて

蒸し暑い日々が続いていますが、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

おかげさまで先日の参議院選挙では、野党統一候補の増子輝彦さんの当選、比例に

おいても福島県出身の岩淵友の当選を果たすことができました。全国的にも、野党統

一候補は 3 2 選挙区中 1 1 名の当選、共産党は選挙区で 1 名、比例区で 5 名と改選議

席を倍増させることができました。

参議院でも 3 分の 2 を超える議席を自公など改憲勢力が占めることとなりましたが、

安倍政権の国民生活と憲法破壊の攻撃を許さないたたかいを、市民の皆様とともに全

力を挙げて展開してまいります。

さて、例年、次年度予算編成に伴う私ども市議団が行う予算要望書作成にあたり、

各分野からご意見・要望を伺う機会を持っています。今年は以下のように実施したい

と思いますので、ご協力をお願いします。

日
い

き
ロ

市政に対する要求事項、質問事項など、どんなことでも結構ですので、別紙にご記入

してください。(記入される事項は、特に予算などと関係しない内容でも結構ですので、

気軽にお書きください。)なお、記入内容について、後ほど電話などで確認させていた

だくこともありますので、ご了解ください。

一 上記ーについて記入し(特にない場合は「特になしJ で)、下記まで FAX をお願いし

ます。(締切 7/27)

FAX送付先 024-932-1903 (共産党地区事務所)

連絡先 024-922-3801

(日本共産党郡山安達地区委員会)



次年度に向けた予算要求聴取に関して

貴団体名( ) 担当者名(

市政に対する要求事項、質問事項など、どんなことでも結構です

(特になしの場合・・

(送付締め切り 7/27) 

送付先;日本共産党地区事務所 FAX 024-932-1903 



次年度に向けた予算要求聴取に関して

貴団体名( ) 担当者名(

懇談の場を設定いただける場合【 7/2 1 (木) "'-'/27 (水)の範囲で】

1. 日時 7 月

2. 場所;

日 (一一)、時刻 、、J ・

一一一一

(送付締め切り 7/25) 

送付先;日本共産党地区事務所 FAX 024-932 ー 1 903 



御中

2 0 1 6 年 7 月 1 5 日

日本共産党郡山市議団

高橋善治

岩崎翼理子

岡田哲夫

次年度に向けた予算要望聴取に関するお願いについて

蒸し暑い日々が続いていますが、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

おかげさまで先日の参議院選挙では、野党統一候補の増子輝彦さんの当選、比例に

おいても福島県出身の岩淵友の当選を果たすことができました。全国的にも、野党統

一候補は 3 2 選挙区中 1 1 名の当選、共産党は選挙区で 1 名、比例区で 5 名と改選議

席を倍増させることができました。

参議院でも 3 分の 2 を超える議席を自公など改憲勢力が占めることとなりましたが、

安倍政権の国民生活と憲法破壊の攻撃を許さないたたかいを、市民の皆様とともに全

力を挙げて展開してまいります。

さて、例年、次年度予算編成に伴う私ども市議団が行う予算要望書作成にあたり、

各分野からご意見・要望を伺う機会を持っています。今年は以下のように実施したい

と思いますので、ご協力をお願いします。

ヨ
い

き
ロ

一 ぜひ、 1 時間程度の懇談の場を設定させていただきたいと存じます。下記期間の中で

可能な日時・時間帯を指定してください。こちらから指定の時刻・場所に伺い、ご意見・

ご要望を伺います。

期間: 7/2 1 (木) '"'-' 2 7 (水)、時間帯は皆様の都合で結構です。

一 上記ーについて記入し、下記までFAX をお願いします。(締切 7/25)

FAX がない場合は、同封の返信用封筒を用いてご返送ください。

FAX送付先 024-932-1903 (共産党地区事務所)

連絡先 024-922-3801

(日本共産党郡山安達地区委員会)
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別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者

'. 

支 出 調 三i三陸I 乏t \~-会派名 lrjえ たをt3~議長jij ;台湾~ if}~/
! "1., 

、区 分 事 由 費 目 . :iliム¥ 額

l 調査研究費
交通費 .旅費. 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金・会費

2 研: '修 費 交通費 (_J- 旅費 自動車燃料費

資料作成費 . 食糧費・ 振込料

会場費 I 交通費 自動車燃料費

3 1)玄 ~:~IR 讃J 例会
資料作成費， 広報誌(紙) 之4<..，tz~報告書等印刷費

送料(折込料含む) //F,FW- タェブページ掲載代 ，茶菓子代

( r 日之ゑ三 階〉 振込料 J. 7/ぞ ρ ，90.-1 

4 広 聴 費
ー 会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 J辰込料

5 要請・陳情活動費
交通費 同旅費 自動車燃料費

資料作成費 j辰込151・

6 会 議 ，貰J
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 J辰込料 -

資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

、

7 
振込料 f 

資料購巴入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等踊E読料

8 
有料デ}グベース等利用料 振込料

g' 人 件 費 賃金 社会保険料等 振込料

事務所費
備品購入費 事務機器等 !J~ス代 消耗品等事務費.

10 
印刷代 ー振込料 配送手数料

通信運jJ~~' 自動 ι 電話料等目安分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 

]/I燃料費 その他 白川

|茨 返仲間日1 20ψ下 ;0 月 J アメ ρ s-- t;> 円(使用者 現金出納簿 12-
支出番号

. -~ -



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 /乙

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

J 調査研究費 2 研修費;。広報費 4 広聴費
ぷ称を号、(納〉

5 要請・陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 !8 資料購入費

10 事務所費 111 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 企笠松，-0) í'/めめ十議盗塁色笠上Iß 1 l-
(支出事由)

〆 」Hb純2也盆空Jr ﾂ't7( l!Y~~一一一
内 容

支出年月日 支 出 先 支出金額

行 l 

初出正同 ~f 11"J ユぢ年10月 f 日 乙 f久之 00 円

上記のと おり支出します。

議員氏名長成初手おj

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

/ ., ./ , 
献

J 

領収証
N口 ー一一一一一ー

azド共産寺71;予 ω ヰヨ主義、回 様

yl i dAZ 
但 7 月き義会たいJ:'} f:r忍'Hぜ

2016年 10 月 s 日

金額

。。

内

消費税等 上記正に領収いたしました

金t HiŜGO#778 
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今

T
E
E
L
F
t
t
ハ
V

凋
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昂
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郡
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明

鰍
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社
紳
霞
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T
有
会
取
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。



(1) 

ハ
何
物

ど平
9

月
議
会
報
告

9

月
定
例
会
が
、
9

月
1

日
か
ら
1

カ
月
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り

で
は
、
前
半
に
行
わ
れ
た
補
正
予
算
に
関
わ
る
議
案
と
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
に
対
し
て
の

共
産
党
市
議
団
の
態
度
と
審
議
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
か
ら
は
、
高
橋
市
議
と
岡
田
市
議
が
市
政
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
各
常
任
委
員
一

会
で
も
市
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
岩
崎
市
議
が
、
市
長
提
案
議
案

の
お
件
中
2

件

(
1件
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
推
進
を
含
む
補
正
予
算
案
)
に
つ
い
て
市
民
の
利

益
を
守
る
立
場
か
ら
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
提
尚
さ
れ
た
4

件
の
請
願
に

は
い
ず
れ
も
賛
成
の
立
場
に
立
ち
、
常
任
委
員
会
審
議
で
否
決
さ
れ
た3
件
の
請
願
に
つ
い
て
賛

成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

γ

共
産
党
市
議
圏
、
5

年
間
の
無
料
化
求
め
る

「
大
震
災
の
影
響
で
子
ど
も
た
ち
の
運
動
機
会
が
減
り
健
康
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
・
:
・
子

ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
と
健
康
増
進
、
競
技
力
の
向
上
を
図
る
」
(
市
当
局
の
屋
内
温
水

0

ア
ー
ル
建

設
の
目
的
説
明
)
と
言
い
な
が
ら
、

0

ア
ー
ル
の
利
用
料
金
は
他
の
県
の
同
種
の
温
水

0

ア
ー
ル
の
利
用

料
を
参
考
に
設
定
。
え
っ
?
子
ど
も
か
ら
も
利
用
料
を
当
た
り
前
に
と
る
の
か
?
と
無
料
化
を
求

め
る
声
が
当
然
の
よ
う
に
噴
出
。
「
子
ど
も
た
ち
は
無
料
に
」
と
の
要
望
に
応
え
な
い
市
当
局
の
提

案
に
対
し
て
、
共
産
党
市
議
団
は
委
員
会
審
議
に
お
い
て
修
正
案
を
提
出
。
市
長
提
出
議
案
と
共
産

党
提
出
修
正
案
が
一
緒
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
他
会
派
の
議
員
か
ら
も
無
料
化
を
求
め
る
声
が
上

が
り
、
採
決
は
翌
日
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
審
議
開
始
冒
頭
に
市
当
局
か
ら
無
料
の
範
囲
は
中
学
生
以
下
、
期
間
は
初
年
3

月
白
日

ま
で
と
す
る
新
た
な
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団
提
案
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
無

料
化
を
求
め
る
意
見
が
多
く
出
た
こ
と
か
ら
市
当
局
も
一
部
無
料
化
を
受
け
入
れ
た
形
と
な
り
ま

し
た
。

開成山屋内温水プール
建設費は42億円、年間維持管理費は 2億円かかる大

型施設、もともとは原発事故によりプールが使えな
くなった子どもたち向けの屋内温水プールを今の場
所に作る計画でした。品川市長が建設場所も含め見直
しを表明。しかし、結局元の場所に戻り、大きく完成が
遅れたうえに巨費をかけた施設に。昨年 6 月の市議会
で共産党市議団は建設予算に反対しました。

一
般
質
問
か
ら

住
宅
除
染
、
子

ど
も
の
い
る
家

庭
で
は
高
さ
m
w

m
で
測
定
を

現
在
建
設
中
の
プ
l

ル
れ

悼
'

口
問
橋
善
治
市
議

あ
ま
り
に
不
十
分
!

条
例
変
更
議
案
に
反
対

共
産
党
市
議
団
は
、
市
当
局
の
新

た
な
提
案
に
対
し
て
「
期
間
も
対
象

も
あ
ま
り
に
不
十
分
」
と
、
反
対
の

態
度
を
と
り
ま
し
た
。
岩
崎
議
員

は
、
討
論
で
「
同
じ
目
的
で
設
置
さ

れ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

i

ク
の
屋
内
運

動
場
の
使
用
は
無
料
で
あ
り
、

0

ア
ー

ル
も
同
様
に
す
る
べ
き
」

し
た
。

と
迫
り
ま

討論する
岩崎まりこ市議

質
問

で
完
了
と
し
た
件
数
は
何
件
あ
る
の
か

線
量
調
査
だ
け
で
除
染
を
し
な
い

仕
合A汁

全
1
4
1

工
区
の
う
ち
精
算
が
終

わ
っ
た
の
は

1
0
8

工
区
、

件
。
そ
の
な
か
で
測
定
の
み
で
終
了
し
た

の
は
6
5
7
2

件
で
す
。

長
い
間
待
っ
て
や
っ
と
自
分
た
ち
の
地
域

も
除
染
が
始
ま
る
と
思
っ
た
ら
、
「
お
宅
は

0

・

n
μ
S
V
/
h

に
達
し
て
い
な
い
の
で

除
染
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は

「
ピ
ッ
ク
リ
し
た
し
、
何
で
今
に
な
っ
て
で

き
な
い
な
ん
て
お
か
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

7
4
3
9
8
 

質
問

せ
め
て
、

子
ど
も
さ
ん
の
い
る
家

庭
で
は
地
上
回

ω
の
高
さ
で
放
射
線
量
を

測
っ
た
数
値
を
基
準
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
実
際
こ
れ
ま
で
子
ど
も
さ
ん
が
多
く

集
ま
る
施
設
で
は
印
仰
を
基
準
に
し
て
き

こ
宍
L

斗
」
山
主
、
、
4
3
0

十
J
T
7
u
v
J
J
予U

，
刀

(
裏
へ
続
く
)

、

長\，

F 九二〈
?で「、

が

ふテジ

可 ...，

言語・先還 さ窓ε.~
『司i向古書，. 11コ

まま干AX 955 ・3ω3

岩崎畏E聖子
宮宝 945 ・ 1918 FAX945 ・ 1附

3~ 
岡田哲夫
岱FAX 935 ・ 8188

No. 124 2016 年 10 月号
日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23-7 TEL 024 (924) 2500 

0関係書類の写しを公開、閲覧が可能。
なお、会派別収支報告一覧表は市のウエブサ
イトで閲覧可能。

0共産党は、主に市議会だより発行、市民アン
ケート (2年に 1 回)にあてています二

郡山市のま責務活動費について
。議員一人当たり月 10万円(会派への支給)。
年度末に残金は返還。

0使用範囲は、条例・手引きで規定。

0領収書原本など関係書類を議長に提出



NO.124 (2) 

答
弁
国
の
基
準
が
一
般
家
庭
で
は

1
m
と

な
っ
て
い
る
し
、
国
が
基
準
を
変
え
る
と
い

う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

菌

主
避
難
者
の
借
り
上
げ
住
宅

制
度
継
続
を

郡
山
市
内
か
ら
他
の
自
治
体
へ
避
難
し
て

い
る
市
民
は
現
在

4
5
0
0

人
程
度
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
避
難
先

の
住
居
は
被
災
者
用
の
借
り
上
げ
住
宅
と
し

て
家
賃
補
助
が
上
限
6

万
円
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
福
島
県
は
こ
れ
を
来
年
3

月
で

打
ち
切
り
、
そ
の
後
は
、
所
得
制
限
で
選
別
し

期
間
2

年
間
限
定
、
月
額
2
1
3

万
円
の
家
賃

補
助
制
度
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
戻
る

か
移
住
す
る
か
を
経
済
的
に
強
制
す
る
よ
う

な
や
り
方
は
許
せ
な
い
と
支
援
の
継
続
を
求

め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

質
問
借
り
上
げ
住
宅
制
度
に
よ
る
支
援
切

り
に
対
し
て
自
主
避
難
者
の
声
を
ど
う
と
ら

市議会だより

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
郡
山
市
か
ら
の
避
難
者
は
仕
事
や
子

供
の
学
校
な
ど
生
活
基
盤
が
築
か
れ
、
避
難
先

で
の
生
活
継
続
を
望
む
世
帯
が
多
い
。
住
宅
供

与
終
τ
後
(
支
援
打
ち
切
り
後
)
の
住
宅
確
保

や
子
供
の
就
学
な
ど
に
様
々
な
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。

時
ヨ
ー
肖
H
1

H
ト
'
日H
・

こ
れ
ま
で
通
り
の
支
援
を
続
け
る
よ

介
護
保
険
改
悪
に

反
対
の
声
を
国
に

岡
田
哲
夫
市
議

介
護
保
険
制
度
の
さ
ら

な
る
改
悪
が
、
厚
生
労
働

省
の
社
会
保
障
審
議
会
で

←

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

一

で
も
特
養
ホ
l

ム
の
入
所

一

E

資
格
が
要
介
護

3

以
上
に
限
定
さ
れ
る
な
ど

の
制
度
改
悪
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
制
度

発
足
の
2
0
0

0

年
に
比
較
し
邸
歳
以
上
の

平
均
保
険
料
は
約

2

倍
(
郡
山
市
の
場
合

5
、

0
2
7

円
)
に
跳
ね
上
が
り
、
保
険
料
を
払

え
な
い
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

質
問
'
本
市
に
お
け
る
保
険
料
の
滞
納
者
数
、

給
付
制
限
と
差
し
押
さ
え
対
象
者
数
は
?

答
弁
平
成
幻
年
度
の
滞
納
者
数
は
実
人
数

0政治分野への男女共同

参画推進法の制定を求め

る請願(賛成20、反対17)

@臨時国会でTPP協定

を批准しないことを求め

る請願(賛成7)

08 ， OOOB C! /kg以下の除去

土壌の再利用方針の撤回

を求める請願(賛成7 ) 

共産党市議 団 が
賛成した請願と結果
0は採択、 Oは不採択

2016 年 10 月

う
に
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が

ダ
メ
な
ら
独
自
に
支
援
を
上
乗
せ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
避
難
先
で
あ
る
新
潟
県
な
ど
で
ぢ

.
独
自
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

答
弁
県
市
長
会
を
通
じ
現
在
も
避
難
者
の

状
況
に
即
し
た
支
援
策
実
施
を
求
め
て
い
る
。

郡
山
市
独
自
の
支
援
は
現
在
の
と
と
ろ
考
え

て
い
な
い
。

8
0
0
0

ベ
ク
レ
ル
未
満
放
射

性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
、
規
制

は
困
難
園
村
町
に
建
設
予
定

の
産
廃
処
分

場

質
問

8
0
0
0

ベ
ク
レ
ル
未
満
の
放
射
能

汚
染
物
が
田
村
市
に
計
画
さ
れ
て
い
る
産
廃

処
分
場
に
持
ち
込
み
は
な
い
と
考
え
て
よ
い

の
か
。

答
弁
事
業
者
は
放
射
性
物
質
を
含
む
廃
棄

物
は
持
ち
込
ま
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

質
問
そ
れ
じ
ゃ
、
(
言
葉
だ
け
で
な
く
)
そ
の

担
保
を
と
れ
。
こ
の
産
廃
事
業
者
は
県
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
放
射
能
汚
染
物
を
持
ち
込
む
と

言
っ
て
い
る
。
(
福
島
県
の
環
境
影
響
評
価
審

査
会
議
事
録
、
平
成
犯
年
2

月
5

日
)

答
弁
そ
れ
は
無
理
だ
(
ほ
か
の
処
分
場
で
は

持
ち
込
ん
で
い
る
の
で
)

a 
z 
g 

z 
a 
t 

h 

で
2

、

2
1
8

名
。
滞
納
が
2

年
以
上
と
な
り

給
付
制
限
を
受
け
て
い
る
の
は
必
名
、
差
し
押

さ
え
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
お
名
。

質
問
介
護
保
険
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
厳
し
い
財
政
状
況
と
利
用
者
増
大
の

現
状
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
介
護
保
険

の
理
念
に
沿
っ
た
議
論
が
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
推
移
を
注
視
し
て
ま
い
り
た

p
u
v
 保

育
士
の
正
規
採
用
を
!

臨
時
保
育
士
は
継
続
的
雇
用
が
な
さ
れ
な

い
た
め
、
そ
の
多
く
が
民
間
保
育
所
へ
の
転

職
や
不
本
意
な
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
保
育
士
不
足
の
要
因
の
一
つ
と

の子どもの貧困対策の推

進と強化を求める請願

(請願事項 1 項目のみ採

択、他の7項目は否決)

(全項目賛成 5)

「介護保険見直し

意見書J r北朝鮮
の地下核実験に抗
議する決議」の 2

件を全会一致で
採択!

厚
労
省
「
隠
れ
待
機
児
数
」
を
公
表

厚
労
省
が
9

月
2

日
に
発
表
し
た
「
保
育
所
の

申
込
者
の
状
況
」
。
認
可
保
育
所
以
外
に
預
け
る

な
ど
の
「
隠
れ
待
機
児
数
」
を
初
め
て
公
表
。
全
国

で
9

万
人
と
い
う
深
刻
な
事
態
で
す
。

(
左
記
の
表
は
H
n
年
4

月
1

日
現
在
・
厚
労
省
資
料
よ
り
)

市町村名 とのれ待ま機で児の童基数準 隠児れ童待数機 (実際メE三3、の待機児雪ロ童二i 数)

福島市 125 358 483 

二本松市 48 。 48 

伊達市 。 12 12 

大玉村 18 13 31 

郡山市 52 251 303 

田村市 58 13 71 

西郷村 19 。 19 

棚倉町 12 。 12 

塙町 11 9 20 

喜多方市 34 12 46 

会津坂下町 3 。 3 

相馬市 5 2 7 

南相馬市 65 6 71 

いわき市 12 21 33 

な
っ
て
お
り
、
人
材
確
保
の
た
め
に
も
、
経
験
を

積
ん
だ
臨
時
保
育
士
を
正
職
員
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

質
問
経
験
を
積
ん
だ
臨
時
保
育
士
を
正
職
員

と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
競
争
試
験
に
よ
り
公
正
、
公
平
に
採
用

し
て
い
る
。
初
年
度
以
降
正
規
職
員
と
し
て
採

用
し
た
保
育
士
は

(
3年
間
で
)
必
名
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
臨
時
保
育
士
経
験
者
は

ω
名
。
ま
た
、

初
年
度
以
降
、
採
用
試
験
に
お
い
て
年
齢
条
件

を
引
き
上
げ
た
。
臨
時
職
員
に
は
、
正
規
職
員

を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま

い
り
た
い
。

地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

舞
木
駅
の
ト
イ
レ
新
設
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
住
宅
建
設
の
問
題
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

質
問
口
月
定
例
会
で
も
質
問
し
た
舞
木
駅
の

ト
イ
レ
設
置
に
つ

い
て
そ
の
後
の
進
展
は
?

答
弁

J
R

東
日
本
に
対
し
要
望
す
る
と
と
も

に
、
懇
談
会
に
お
い
て
も
協
議
し
た
。
市
と
し

て
も
田
村
市
要
田
駅
の
事
例
研
究
、
環
境
循
環

型
ト
イ
レ
の
事
例
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
市
街
化
調
整
区
域
の
舞
木
町
に
お
い
て

は
法
に
規
定
さ
れ
る
条
件
で
し
か
住
居
の
新
築

が
で
き
な
い
。
深
刻
な
人
口
減
少
を
考
え
れ
ば
、

条
件
の
緩
和
な
ど
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
?

答
弁
建
物
が
連
た
ん
し
、
か
つ
公
共
イ
ン
フ

ラ
が
整
っ
た
一
団
の
区
域
に
お
い
て
、
面
的
な

整
備
が
条
件
と
な
る
が
、
一
般
の
方
も
建
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
策
の
可
能
性
に
つ

い
て
国
・
県
な
ど
へ
相
談
し
て
い
き
た
い
。
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(1) 

9

月

議
会
報
告

ザ9
月
定
例
会
、
が、

9

月
1

日
か
ら
1

カ
月
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り

で
は
、
前
半
に
行
わ
れ
た
補
正
予
算
に
関
わ
る
議
案
と
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
に
対
し
て
の

共
産
党
市
議
団
の
態
度
と
審
議
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
か
ら
は
、
高
橋
市
議
と
岡
田
市
議
が
市
政
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
各
常
任
委
員

会
で
も
市
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
岩
崎
市
議
が
、
、
市
長
提
案
議
案

の
お
件
中
2

件

(
1件
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
推
進
を
含
む
補
正
予
算
案
)
に
つ
い
て
市
民
の
利

益
を
守
る
立
場
か
ら
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
4

件
の
請
願
に

は
い
ず
れ
も
賛
成
の
立
場
に
立
ち
、
常
任
委
員
会
審
議
で
否
決
さ
れ
た
3

件
の
請
願
に
つ
い
て
賛

成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

すを 1;

産 (l
A品名

見，

5

年
閣
の
無
料
化
求
め
る

「
大
震
災
の
影
響
で
子
ど
も
た
ち
の
運
動
機
会
が
減
り
健
康
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
:
・
・
子

ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
と
健
康
増
進
、
競
技
力
の
向
上
を
図
る
」
(
市
当
局
の
屋
内
温
水

0

ア
ー
ル
建

設
の
目
的
説
明
)
と
言
い
な
が
ら
、
プ
!
ル
の
利
用
料
金
は
他
の
県
の
同
種
の
温
水

0

ア
ー
ル
の
利
用

料
を
参
考
に
設
定
。
え
っ
?
子
ど
も
か
ら
も
利
用
料
を
当
た
り
前
に
と
る
の
か
?
と
無
料
化
を
求

め
る
声
が
当
然
の
よ
う
に
噴
出
。
ー
子
ど
も
た
ち
は
無
料
に
」
と
の
要
望
に
応
え
な
い
市
当
局
の
提

案
に
対
し
て
、
共
産
党
市
議
団
は
委
員
会
審
議
に
お
い
て
修
正
案
を
提
出
。
市
長
提
出
議
案
と
共
産

党
提
出
修
正
案
が
一
緒
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
他
会
派
の
議
員
か
ら
も
無
料
化
を
求
め
る
声
が
上

が
り
、
採
決
は
翌
日
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
審
議
開
始
冒
頭
に
市
当
局
か
ら
無
料
の
範
囲
は
中
学
生
以
下
、
期
間
は
初
年

3

月
白
日

ま
で
と
す
る
新
た
な
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団
提
案
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
無

料
化
を
求
め
る
意
見
が
多
く
出
た
こ
と
か
ら
市
当
局
も
一
部
無
料
化
を
受
け
入
れ
た
形
と
な
り
ま

し
た
。

開成山屋内温水プール
建設費は42億円、年間維持管理費は 2億円かかる大

型施設、もともとは原発事故によりプールが使えな
くなった子どもたち向けの屋内温水プールを今の場
所に作る計画でした。品川市長が建設場所も含め見直
しを表明。しかし、結局元の場所に戻り、大きく完成が
遅れたうえに巨費をかけた施設に。昨年 6 月の市議会
で共産党市議団は建設予算に反対しました。

一
般
質
問
か
ら

住
宅
除
染
、
子

ど
も
の
い
る
家

庭
で
は
高
さ
関

闘
で
測
定
を

現
在
建
設
中
の
プ
ー
ル

州

口
同
橋
善
治
市
議

長
い
間
待
っ
て
や
っ
と
自
分
た
ち
の
地
域

も
除
染
が
始
ま
る
と
思
っ
た
ら
、
「
お
宅
は

0

・

n
μ
S
V
/
h

に
達
し
て
い
な
い
の
で

除
染
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は

「
ピ
ッ
ク
リ
し
た
し
、
何
で
今
に
な
っ
て
で

き
な
い
な
ん
て
お
か
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
不
十
分
!

条
例
変
更
議
案
に
反
対

共
産
党
市
議
団
は
、
市
当
局
の
新

た
な
提
案
に
対
し
て
「
期
間
も
対
象

も
あ
ま
り
に
不
十
分
」
と
、
反
対
の

態
度
を
と
り
ま
し
た
。
岩
崎
議
員

は
、
討
論
で
「
同
じ
目
的
で
設
置
さ

れ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

l

ク
の
屋
内
運

動
場
の
使
用
は
無
料
で
あ
り
、

0

ア
ー

ル
も
同
様
に
す
る
べ
き
」

し
た
。

と
迫
り
ま

討論する
岩崎まりこ市議

質
問

線
量
調
査
だ
け
で
除
染
を
し
な
い

で
完
了
と
し
た
件
数
は
何
件
あ
る
の
か

全
1
4
1

工
区
の
う
ち
精
算
が
終

答
弁

わ
っ
た
の
は
1
0
8

工
区
、

件
。
そ
の
な
か
で
測
定
の
み
で
終
了
し
た

の
は
6
5
7
2

件
で
す
。

a

7
4
3
9
8
 

質
問

子
ど
も
さ
ん
の
い
る
家

せ
め
て
、

庭
で
は
地
上
回
仰
の
高
さ
で
放
射
線
量
を

測
っ
た
数
値
を
基
準
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
実
際
こ
れ
ま
で
子
ど
も
さ
ん
が
多
く

集
ま
る
施
設
で
は
印
仰
を
基
準
に
し
て
き

た
で
は
な
い
か
。

(
裏
へ
続
く
)

4弘、

...' lf7" 

高橋善治
合・ FAX 955 ・ 3093

岩崎畏理子
宮宝 945 ・ 1918 FAX945 ・ 1963

夫
ω

'
掛
白川

』
可
、

m出

b
F

国
側

間
企
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No.124 (2) 

答
弁
国
の
基
準
が
一
般
家
庭
で
は

l
m
と

な
っ
て
い
る
し
、
国
が
基
準
を
変
え
る
と
い

う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

菌
学
一
避
難
者
の
借
り
上
げ
住
宅

制
度
継
続
を

郡
山
市
内
か
ら
他
の
自
治
体
へ
避
難
し
て

い
る
市
民
は
現
在
4
5
0
0

人
程
度
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
避
難
先

の
住
居
は
被
災
者
用
の
借
り
上
げ
住
宅
と
し

て
家
賃
補
助
が
上
限
6

万
円
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
福
島
県
は
こ
れ
を
来
年
3

月
で

打
ち
切
り
、
そ
の
後
は
、
所
得
制
限
で
選
別
し

期
間
2

年
間
限
定
、
月
額
2
1
3

万
円
の
家
賃

補
助
制
度
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
戻
る

か
移
住
す
る
か
を
経
済
的
に
強
制
す
る
よ
う

な
や
り
方
は
許
せ
な
い
と
支
援
の
継
続
を
求

め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

質
問
借
り
上
げ
住
宅
制
度
に
よ
る
支
援
切

り
に
対
し
て
自
主
避
難
者
の
声
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
郡
山
市
か
ら
の
避
難
者
は
仕
事
や
子

供
の
学
校
な
ど
生
活
基
盤
が
築
か
れ
‘
避
難
先

で
の
生
活
継
続
を
望
む
世
帯
が
多
い
。
住
宅
供

与
終
τ
後
(
支
援
打
ち
切
り
後
)
の
住
宅
確
保

や
子
供
の
就
学
な
ど
に
様
々
な
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。

市議会だより

質
問

こ
れ
ま
で
通
り
の
支
援
を
続
け
る
よ

介
護
保
険
改
悪
に

一
反対
の
声
を
国
に

岡
田
哲
夫
市
議

介
護
保
険
制
度
の
さ
ら

な
る
改
悪
が
、
厚
生
労
働

省
の
社
会
保
障
審
議
会
で

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
特
養
ホ
!
ム
の
入
所

資
格
が
要
介
護
3

以
上
に
限
定
さ
れ
る
な
ど

の
制
度
改
悪
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
制
度

発
足
の
2
0
0
0

年
に
比
較
し
白
歳
以
上
の

平
均
保
険
料
は
約

2

倍
(
郡
山
市
の
場
合

5
、

0
2
7

円
)
に
跳
ね
上
が
り
、
保
険
料
を
払

え
な
い
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

質
問
、
本
市
に
お
け
る
保
険
料
の
滞
納
者
数
、

給
付
制
限
と
差
し
押
さ
え
対
象
者
数
は
?

苔
弁
平
成
幻
年
度
の
滞
納
者
数
は
実
人
数

0政治分野への男女共同

参画推進法の制定を求め

る請願(賛成20、反対17)

G臨時国会でTPP協定

を批准しないことを求め

る請願(賛成 7 ) 

08 ， OOOBcl/kg以下の除去

土壌の再利用方針の撤回

を求める請願(賛成7)

共産党市議 団 が
賛成した請願と結果
0は採択、 Oは不採択

2016 年 10 月

う
に
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が

ダ
メ
な
ら
独
自
に
支
援
を
上
乗
せ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
避
難
先
で
あ
る
新
潟
県
な
ど
で
~
も

-
独
自
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

答
弁
県
市
長
会
を
通
じ
現
在
も
避
難
者
の

状
況
に
即
し
た
支
援
策
実
施
を
求
め
て
い
る
。

郡
山
市
独
自
の
支
援
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

8
0
0
0

ベ
ク
レ
ル
未
満
放
射

性
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
、
規
制

は
困
難
国
村
町
に
建
設
予
定

の
産
廃
処
分
場

質
問

8
0
0
0

ベ
ク
レ
ル
未
満
の
放
射
能

汚
染
物
が
田
村
市
に
計
画
さ
れ
で
い
る
産
廃

処
分
場
に
持
ち
込
み
は
な
い
と
考
え
て
よ
い

の
か
。

答
弁
事
業
者
は
放
射
性
物
質
を
含
む
廃
棄

物
は
持
ち
込
ま
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

質
問
そ
れ
じ
ゃ
、
(
言
葉
、
だ
け
で
な
く
)
そ
の

担
保
を
と
れ
。
こ
の
産
廃
事
業
者
は
県
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
放
射
能
汚
染
物
を
持
ち
込
む
と

言
っ
て
い
る
。
(
福
島
県
の
環
境
影
響
評
価
審

査
会
議
事
録
、
平
成
お
年
2

月
5

日
)

答
弁
そ
れ
は
無
理
だ
(
ほ
か
の
処
分
場
で
は

持
ち
込
ん
で
い
る
の
で
)

で
2

、

2
1
8

名
。
滞
納
が
2

年
以
上
と
な
り

給
付
制
限
を
受
け
て
い
る
の
は
必
名
、
差
し
押

さ
え
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
お
名
。

質
問
介
護
保
険
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
厳
し
い
財
政
状
況
と
利
用
者
増
大
の

現
状
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
介
護
保
険

の
理
念
に
沿
っ
た
議
論
が
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
推
移
を
注
視
し
て
ま
い
り
た

>U

保
育
土
の
正
規
採
用
を
!

臨
時
保
育
士
は
継
続
的
一
雇
用
が
な
さ
れ
な

い
た
め
、
そ
の
多
く
が
民
間
保
育
所
へ
の
転

職
や
不
本
意
な
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
保
育
土
不
足
の
要
因
の
一
つ
と

。子どもの貧困対策の推

進と強化を求める請願

(請願事項 1 項目のみ採

択、他の 7項目は否決)

(全項目賛成5)

f介護保険見直し

意見書J r北朝鮮
の地下核実験に抗
議する決議J の 2
件を全会一致で

採択!

一
惇
労
省
「
隠
れ
待機
児
数
」
を
公
表

厚
労
省
が
9

月
2

日
に
発
表
し
た
「
保
育
所
の

申
込
者
の
状
況
」
。
認
可
保
育
所
以
外
に
預
け
る

な
ど
の
「
隠
れ
待
機
児
数
」
を
初
め
て
公
表
。
全
国

で
9

万
人
と
い
う
深
刻
な
事
態
で
す
。

(
左
記
の
表
は
H
m
年
4

月
1

日
現
在
・
厚
労
省
資
料
よ
り
)

市町村名 このれ待ま機で児の童基数準 隠児れ童待数機 (実際合の待機児計童数)
福島市 125 358 483 

二本松市 48 。 48 

伊達市 。 12 12 

大玉村 18 13 31 

郡山市 52 251 303 

田村市 58 13 71 

西郷村 19 。 19 

棚倉町 12 。 12 

f寓|自]ー 11 9 20 

喜多方市 34 12 46 

会津坂下町 3 。 3 

相馬市 5 2 7 

南相馬市 65 6 71 

いわき市 12 21 33 

な
っ
て
お
り
、
人
材
確
保
の
た
め
に
も
、
経
験
を

積
ん
だ
臨
時
保
育
士
を
正
職
員
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

質
問
経
験
を
積
ん
だ
臨
時
保
育
士
を
正
職
員

と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
競
争
試
験
に
よ
り
公
正
、
公
平
に
採
用

し
て
い
る
。
初
年
度
以
降
正
規
職
員
と
し
て
採

用
し
た
保
育
士
は

(
3年
間
で
)
必
名
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
臨
時
保
育
士
経
験
者
は
叩
名
。
ま
た
、

初
年
度
以
降
、
採
用
試
験
に
お
い
て
年
齢
条
件

を
引
き
上
げ
た
。
臨
時
職
員
に
は
、
正
規
職
員

を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
ま

い
り
た
い
。

地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

舞
木
駅
の
ト
イ
レ
新
設
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
住
宅
建
設
の
問
題
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

質
問
ロ
月
定
例
会
で
も
質
問
し
た
舞
木
駅
の

ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て
そ
の
後
の
進
展
は
?

答
弁

J
R

東
日
本
に
対
し
要
望
す
る
と
と
も

に
、
懇
談
会
に
お
い
て
も
協
議
し
た
。
市
と
し

て
も
田
村
市
要
田
駅
の
事
例
研
究
、
環
境
循
環

型
ト
イ
レ
の
事
例
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
市
街
化
調
整
区
域
の
舞
木
町
に
お
い
て

は
法
に
規
定
さ
れ
る
条
件
で
し
か
住
居
の
新
築

が
で
き
な
い
。
深
刻
な
人
口
減
少
を
考
え
れ
ば
、

条
件
の
緩
和
な
ど
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
?

答
弁
建
物
が
連
た
ん
し
、
か
つ
公
共
イ
ン
フ

ラ
が
整
っ
た
一
団
の
区
域
に
お
い
て
、
面
的
な

整
備
が
条
件
と
な
る
が
、
一
般
の
方
も
建
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
策
の

可
能
性
に
つ

い
て
国

・

県
な
ど
へ
相
談
し
て
い
き
た
い
。
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区 分 由 費 日 . 金 額

l 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金・会費
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3 広 半民 3誌J
資料作成費. 広報誌(紙) Jらど-fd 報告書等印刷費

送料(折込~S[・含む)
、

帯同ゑ，あちを茶野tJ /4，之DD ウェブページ掲載代 。茶菓子代
J 

振込料 え:>. ti:cふ

4 広 南極 讃J
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 J辰込料

5 要請・陳情活動讃J
交通費 . 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

JZE5ヰ4 。臼王æ 費
会場費 交通費 自動車燃料費

6 
資料作成費 振込料

資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

7 
. . 振込料 f 

資 料 腕.入費
法規迫録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

8 
有料データベース等利用料・ 振込~q，

、

9 人 件 費 賃金 社会保険料等 J辰込料

事務所費
備品購入費 事務機器等リ ース代 消耗品等事務費.

10 
印刷代 振込料 配送手数料

通信運搬・自動 電話料等{按分) 郵便料等 自動車燃料費目安分)
11 

I[ï燃料費 その他 ーベ匂

l \読経t~7嬬 μrl 年川ぷ 日 l 現金出納簿
使 用 者 与、、 出年月日 /伊 d-) ~18 支出番号

ー 目‘ー



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 /らん

区 分 ※該当する区分に0田 i 費 目 名

l 調査研究費
一一一

5 要請 ・ 陳情活動費
;2 研修司広報日吐: I 広川1糾
i6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費

10 事務所費 ;11 通信運搬 ・自動車燃料配郵便料等 I ※該当する支出費目指入

支 出目的

(支出事由)

L亘齢阪出回喧盆ιUß坐竺盤上-

内 容

宣議会J2;'S\)f?$， '1 肉強 M紘tv-tTlρ 枝豆ζ
鉄LLì )(l L jj-¥ I \' 、 どバトふ士枝氏ょソ鰍

支出年月日| 支 出 先 支出金額

瞳年伽(問
一味字、)しi メ|し七デ/\~ 6 〆三乙毛ユ

上記のとおり支出します。

円

議員氏名 古橋善治 (弘J

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

〉ヌ人dr ゾ八

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。
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別記第 2 号様式

支出明細書兼一支出証明書

支出番号 L!i 
区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費:①広報費 14 広聴費
送斜。ゅ械の5 要請陳情活動費 ;6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費

110 事務所費 111 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 ←市議舎J2ð\) 託行 Lて と鈎主勢æ -fET止斗
(支出事由)

tb説全信ヂリ〈酔握安部JA~き議色l急輸善治〉
内 名r子子~除 毛剤lli 靖国ラペ片!)斗一応隊ì(Ã黄iも

支出年月日 支 出 先 支出金額

キ〉耽ε 年 10月ユ0日
定年さi全主 ケコーオ \) . /6斗D[) 円

上記のとおり 支出 します。

議員氏名 寄務長治 唾j

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

オア l \毛清志〈邸付

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」 に貼付してください。
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| 申込完了確認日時 |申込者確認(サイン・印) I 
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乏辻且
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カあ!わせてもっ営住みよい田村まちへ
糠
塚
に
計
画
中
の
産
廃
埋
め
立
て
処
分
場
に

放
射
性
物
資
含
む
汚
泥
・
蟻
却
灰

福
島
県
の
聞
き
取
り
に
「
持
ち
込
み
計
画
あ
り
」
と
明
言
。

郡
山
市
に
は
持
ち
込
ま
な
い
と
説
明
?

福
島
県
環
境
影
響
評
価
審
査
会
議
事
録
か
ら
抜
粋
(
平
成
お
年
2
月
5

日
)

〔
専
門
委
員
〕
事
前
質
問
に
対
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
放
射
性
物
質
の
測
定
を
横
討
す
る
と
書
い
て
い
る
の
で
す
、
ガ
、

汚
泥
と
か
焼
却
灰
ち
運
び
込
ま
れ
る
と
ニ
一
一
口
う
こ
と
で
す
ね
。

【
事
業
者
】
そ
う
で
す
。

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
苅
す
る
知
事
意
見
書
の
抜
粋
〈
平
成
初
年
8

月
お
白
事
業
者
に
通
知
)

(
7
)放
射
線
の
量

一

ア
(
略
)

イ
罰
対
闘
調
矧
1

溺
出
洞
倒
閣
制
叶
淵
覇
捌
測
調
同
倒
引
到
開
制
劃
割
刻
ぴ
捌
射
樹
潤
閣
の
司
コ
引
リ
刈
外
側
制
刻
ぴ

刻
岡
鋼
同
ゴ
け
司
寸
「
廃
棄
物
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
だ
廃
棄
物
の
処
理
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
第
2

版
」
(
平
成25

年
3

月
環
境
省
)
及
び
既
存
の
類
似
施
設
に
お
け
る
取
扱
い
等
を

参
考
と
し
て
綱
劉
同
樹
討
リ
出
斗
湖
伺
劃
凶
劃
側
側
同
剥
引

d
d
剖
同
副
関
口
到
割
判
計
寸
百
割
口
調
明
割
引q
u
。

郡
山
市
議
会
平
成
泊
年
9

月
定
例
会
で
の
質
問
と
答
弁
一
要
彊
)

一

質
問
〈
高
橋
)
福
島
県
に
苅
し
て
は
放
射
能
を
含
む
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
と
言
っ
て
い
る
。

郡
山
市
仁
対
し
て
持
ち
込
ま
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
矧
討
凶
剖
閣
制
川
担
保
を
と
れ
。

答
弁
(
担
当
部
長
〉
(
法
の
規
制
は
な
く
)
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
場
が
内
規
を
作
っ
て
処
分
し
て
い
る
の
で
司
利
矧
困
難
だ
。

人口減少のなか

小中学校の今後についてどのようにお考えですか
今年の町内会長等と市長の懇談会の席上、田村町管内の小中学校の

統廃合が取り上げられました。皆さんはいかがお考えでしょうか。

裏面仁懇談会に市当局の回答を掲載しました。

田柑町肉の今後 5 年聞の

金枝児童・生徒畿の纏移

屋根{甘さ砂遊び場

大安場史跡公圏内仁子供の遊び場

として来春完成予定です

東山霊冨内仁保管されている道路側

溝除染で排出された汚染土壌。舎年 ，

度中に中間貯蔵施設仁 1 部運び出す

計画です。

小学校
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33 年度

児童数 (推計) (推言t) (推計) (推計) (推計)

守山小 389人 376人 378人 363人 357人 328人

御代田小 51人 56人 57人 69人 76人 88人

高瀬小 242人 239人 235人 222人 213 人 195人

台田川小 46人 45人 41人 46人 41人 38人

田母神小 31人 28人 28人 ー 27人 19人 19人

栃山神IJ\ 31人 30人 30人 29人 25人 22人

合計 790 人 774 人 769 人 756 人 731人 690 人

中学校
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33 年度

生徒数 (推計) (提言Î") (推計) (推言↑) (推計)

守山中 250 人 260 人 241 人 246 人 237 人 259 人

高瀬中 113 人 ・ 130 人 124 人 130 人 122 人 131 人

二瀬中 38 人 32 人 33 人 30 人 37 人 39 人

合計 401 人 422 人 398 人 406 人 396 人 429λ 

FAX955・3093

日本共産党郡山市議団
だかはしょしはる

高橋善治 2016.10.23 発行
郡山市田村町守山字上河原 4・ 19、

... 
11:1 市

たより

平成 29年度以降は住民台帳からの推計人数です。

野生きのこ基準オーバー続出
郡山市内外から採取された野生きのこが自家消費食昂の模査に持ち込茸れています。その多くからセシウムが模出

されています。コウタケは 1 4模体中 1 1 模体から基準値超えのセシウムが検出されまLた。最大値は765ベク

レんでした。アミタケは 9模体中 5模体から最高 21 1 ベクレ jし、タマゴタケは 6模体中 4横体から最高 1 370 

ベクレ jしが横出されています。
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田村町で採取され行政セッター等!こ持ち込み模査をじだものです0

9 月分自家用食品の放射能検査結果

'~ _:.. ..: • .: :.;"一一ι--- ---山一，ー-一一一;;_..:~-;:;-~;;~:一一二三~--"-':' --;.-_:.:. :...-..-:..""" ;--一二一一一 日:ヘー に よ ←三一一…

昂名 採取地 セシウム 検出 セシウム 挨出

134 限界値 137 限界値

イツゲンマメ 白村町 、 不様出 ー 』 1300 不検出 一 '10.6 

工夕、マメ ー 田村町 不検出 '8.2 不様出 6.9 

力ボチャ 田村匝大善寺 不検出
事・ ・

不様出 回 4.5 5.2 

キュウリ 田村町 不様出 や 6.8; 不検出 5.6 

ジャガイモ 田村町大善寺 不検出 6.8 不検出 5.7 

ツルムラサキ 田村町 不様出 11.8 不検出 9.6 

ミ二トマド 田村匝 不検出 ー 4.4 不検出 4.4 

〈茄)ït\テマf
合 守

不検出 7.4 jQ.Q 6.0 田村町

シメジ
-.1." 

栗 田村町 不検出 10.7 •• •• 不様出 .8.4 

キュウり * 回村町金屋ー 不様出 1 . 1 .8~ ' ー不検出 戸 JO.3

判ま破壊式の検査機。他!ま非破壊式「そのままはかるNPAJ '仁よる検査

品名 検出隈界値セシウム戸採取I也

無
用
な
被
ぱ
く

を
避
け
ま
し
ょ
う
。

田
村
・
安
積
行
政
セ
ン
タ
ー
に
は
切
り
刻
ま
-な
く
て
も

大
立
夫
な
模
査
機
が
あ
り
ま
す
。

f市が主体となり、地元の意見ち十分取り入れた田村地区の小中学校の統廃合

計画の作成と早期実施をj 求めた提言する郡山市の回答は以下の通りです。

学校の統合仁つきましては、児童生徒数の減少の推移を踏まえたうえで、保護者や地域の方々で協議

をいただき、お考えをまとめていただいたものをちと仁、「子ども本位Jに対応を進めていきたいと考え

ております。

なお、現在、田村町の小学校においては、本市独自に、複式学級解消非常勤嘱託職員を田母神小、白田

川小に各1名、栃山神小に2名配置するとともに、専門的な知識や技術の指導を効果的に行うため、理科

のスーパーティチャーを派遣するなど、本市独自の人的配置により、

小規模校の学習環境の整備拡充!こ努めているところであります。

さらに、今年6月には谷田川小、田母神IJ\、栃山神小、二瀬中の4校を

モデル校とした「ネット会議、受流システムJ の運用を開始し、

インターネットを活用した合同擾業や、学校間~流活動等の

推進・拡充をはかつているところであります。

御代田小学披に地域子ども教室ができます
「小学校の全校児童を苅象仁、安全、安心な子どもの居場所を設け、有償ボランティ7等による地域の

参画を得て、児童の学習活動、体験活動、受流活動等の場を提供する地域子ども教室Jが今年12月に

開設されます。 定員は30人。守山小、高瀬小、永盛小などにある学童保育との遣いは下表のとおりです。 '134ート 137

9.4 

る ' 一一

7.4 

13.5 

9.2 

15.1 

ア.1

1 不様出 1?.2 
不様出 :. '~ ..... 19ゴ
不検出 一

8.-1 

7

一

三

q
u
一九
匂

匂
一

4
1，

一

一

ギ
-

一
出
一
出

M
m一
一
積

一

一
様

r
・

t
t

一
三

一

一
文

イ
ー
一

L
j

一
一
ノ

一

ア力モダシ

(茄〉イツポンシメジ|田村:町金沢 ...1 21.....):3 

J 田村面御代田 : 1 ?不検J出

747.2 

ー l 不検出

1 田村町岩作

田村町山中一

田村町糖塚

塚一一
糖

町
デョ
町

村
一
柑

回
一

一
回

田村町栃本

.. 

田村町金屋

田村町

田村町徳定

栗

豆E
~官、ー

ハックルペリー

ウメ【塩漬〉

食用菊

エダマメ

スイ力

シジミ

栗

表の単位は全てベクレル/kg非破壊式 fレギユームJ による模査

郡山駅東口のエレベータ一、 エスカレーター設置工事が
来年4月利用開始を目標仁進んでいます。

利用者が大幅に増えることが予想されます。送迎用の無

料駐車場の増設が~\要ではないでしょうか。

I盲目 放課後児童クラブ(学童保育) 放課後地域子どち教室

ぃ投目的と 居間保護者が家庭にいない児童 放課後の子どもたちに安全安心な居場所を

対象児童 等を苅象仁遊びと生活の場を提 提供。地域住民の参加のもと学習・体験・3!流

供する。定員有り 活動なども行う。全児童対象、定員育り

開設臼 日曜・祝日、 年末年始を除く毎日 月曜日から金曜日まで開設。定だし祝日、

開設。 8 月 11 日から 11 臼までと 12 月 24 日から

長期休業ち開設 1 月 7 日までは休み。その外仁ち休み育り。

開設時間 開校日は午後 1 時"'6 時 30 分 地域教室ごとに異なる。根木屋小の例では

休校日は午前了時 30 分~ 開校日:午後3時~午後6時30分

午後 6 時 30 分 休校日:午前8時~午後6時30分

保護者負担 月 3300 円から 5300 円 無料

他におやつ代など育り

人的配置 有資格者を含め 2 人以上の支援 教育長が委嘱する安全監理員

員を配置

設置基準 利用希望者が 15 人以上いるこ 学童保育の設置基準仁満たない小学校

と。現在、 31 小学校に設置 現在、湖南小、熱海小、根木屋小の 3 教室
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別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者

支 主Eヨ主
〆ー『\

QJ) 出 調 〆

会派名 日ヰ 共産党-蕊山市議問 ¥ \に，

ー 区 分 l 事 由 費 目 、 . 金 額 計

1 調 査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料 、

会場費 講師謝金 出席者負担金・会費

21:;肝 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料
、

, 会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 報 費
資;jGI.作成費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ワェブ、ページ掲載代 茶菓子代

J辰込料 、

4 広 1忠 費 キ係 f/r-- ト. J.6í弘司角竹'&'[Aぐ
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 .?Æ'8"，戸グマ 茶菓子代 J辰込料 ;79'~ヂグ"0，-

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

3dE3Z N 議 費
会場費 交通費 自動車燃料費

116 
資料作成費 振込*1・

資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆~m:料

7 
振込料

資料購入代
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

8 
有事lデータベ}メ等利用取| 振込料

、

9 人 1ll: 費 賃金 社会保険料等 振込料

備品購入費 消耗品等事務費
事務所費

事務機器等リース代
10 

印刷代 振込料 配送手数料

通信運搬・自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 

]I[燃料費 その他

使用者 | 茨 尾⑩|支出年月日， 乙o! ， 年 10 月三7 日 現金出納簿
A 口 ;> �?1' ~trT) 円支出番号



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 1 調査研究費 :2 研修費 3 広報費問広聴費
資

5 要請 ・ 陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費
一一
10 事務所費 j11 通信運搬 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 f 争長政続1春7M、 のTf「司いa次Jl~~~首t1 ~ 下内、
(支出事由)

代的 ート a;乏伐材向のげかJA旬、
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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お 見 積

口
u月年初

書

日本共産党郡山市議団様

有限会社郡山共同印
取締役社長柳沼太利

郡山市中町15番23号
電話024 (932) 6958 

口口口 名 数量 単価 金 額

市民アンケート 100, 000 3 300, 000 

返信封筒 100, 000 3.3 330, 000 

アンケートと封筒のセット代 100, 000 100, 000 

消費税 8% 58, 400 

ム口、 計 788, 400 
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ご協力ありがとうございました
切手を貼らずにお出し下さい



郡山市政に関する市民アンケートに
ご協力をお願いします

市民の皆さんの声を市政に活かすため日本共産党郡山市議団は2年 lこ 1 度「市民アン
; ケ-卜jを実施しています。今回で9回目となりますが、毎回多くの方から回答と貴重な
: ご意見をいただき感謝に堪えません。
少しでも市民の皆さんのお役に立てる議員活動に努力してまいりますので、ぜひご協

l 力くださいますようお願いし1たします。

(i-乙の用紙に回答をご記入のうえ| 日本共産党郡山市議団

封筒に入れて干ポストに投函く| 岡田哲夫 岩崎まりこ 高橋よしはる
ださい。切手は不要です。

:1.最近のあなたの暮らし向きはいかがですか。 (1つだけOを付けてください)

l.楽になってきた 2 苦しくなってきた 3 変わらない

2. 前項で「苦しくなった」をお選びの方にうかがいます。苦しくなった原因は何で
しょうか (該当するものにOを付けてください、複数回答可)

l. 給料が減った 2. 年金が減った 3 . 売り上げが減った 4 . 失業した 5. 物価が上がった

6. 介護の負担が増えた 7. 医療費の負担が増えた 8. 学費の負担が増えた

9. その他ご意見も含めお聞かせください

3. 郡山市政が最も力を入れるべきと思う施策は何ですか。 3つだけ選んでください。
(番号にOをつけてください)

l.子育て支援施策の充実 2. 高齢者福祉の充実 3 国民健康保険税の引き下げ 4. 水道料金の

引き下げ 5. 原発事故対策の強化 6. 障害者福祉の充実 7. 中小企業の支援策充実 8 農業支

援策の充実 9 . 雇用の場の確保 10. 低家賃の公営住宅の増設 11. 水害等災害対策の迅速化

12. 生活道路、側溝など生活環境の改善 13. 再生可能エネルギーの地産地消の支援

14. その他、ご意見も含めお聞かせください

4. 高齢者施策として何が重要と考えますか (番号にOをつけてください。 複数回答可)

l.温泉 ・ ハリ灸マッサージ(パスタクシー)利用券の増額 2. 安い運賃で利用できるタクシー制度

を作る 3. 敬老祝い金の増額 4 . 特別養護老人ホームを増やす 5. 介護施設入所費用への補助制

度をつくる 6. 高齢者が気兼ねなく集える施設をふやす 7. 高齢者に適したスポーツの普及促進

8. その他ご意見も含めお聞かせください

5. 子育て支援策として何が重要と考えますか (香号にOをつけてください。複数回答可)

l. 妊産婦への心のケア対策の充実 2. 待機児童解消のため認可保育所を増設すること 3 保育料

の無料化早期実施 4. 学校給食の無料化 5. 小中学校の補助教材などの保護者負担軽減 6. 返済

不要の奨学金制度の拡充 7 希望する全ての児童が入所できるように学童保育を整備すること(小

規模校にも設置することも含めて) 8. 無料学習塾の増設

9. その他 ご意見も含めお聞かせください



6. 原発事故に関連してうかがいます

( 1 )郡山市内の住宅除染は間もなく完了する見通しですが、住宅除染についてあなたは

1.満足している 2. 不満がある

不満があるとお答えの方その理由などお聞かせください

(2 )放射能汚染から子どもの健康を守るための施策について、 今後何を求めますか (複数回答可)

1. 甲状腺検査を今のままのやりかたで継続する 2. 学校給食などの食材検査を継続する

3 . 子どもが安心して遊び運動できるように屋内遊び場や屋内プールの無料化の継続及び実施

4. 子ども医療費 18歳までの無料化を継続する 5 . 市外への 自主避難者へのこれまで同様の支援

継続

6 . その他ご意見を含めお聞かせ下さい

(3 )東電は農業、営業、精神的損害等に対する賠償を実質的に打ち切りにしようとしていますが
東電の姿勢とこれを容認する国の態度をどのようにあなたは思いますか

1. 当然だと思う 2 .5年以上経過したので仕方がない 3. 加害者である東電や国が決めるのは

おかしい 4 . 被害者が納得するまで賠償すべきで反対だ

5 . その他 ご意見を含めお聞かせください

(4) I福島県内の原発は福島第2原発を含め全て廃炉にすべき」は県民の総意となっています。

福島県外の原発の再椋働についてあなたはどう思いますか

1. 再稼働は行うべきではない 2. 地元合意があれば再稼働しでもよい 3 . どちらとも言えない

4. その他 ご意見も含めお聞かせください

7. 品川市長の任期はあとわずか(来年4月任期満了)となりました

( 1 )品川市長の市政運営についてあなたはどう思いますか

1 良くやっている 2. 不満だ 3 判断材料がないのでわからない 4 .関心がない

ご意見があればお聞かせください

(2 )品川市長は子本主義を掲げ 幼稚園・保育所の保育料無料化を公約しました。

27年度決算では幼稚園・保育所に通う子どもさんのうち、無料になったお子さんは10%にも満た

ない状況です。 あなたはこの公約実施状況をどう評価しますか。

1. 満足 2 . やや満足 3 . やや不満 4 . 不満 5 . その他、 ご意見も含めお聞かせください。

8. 私ども共産党市議団へのご意見や、市や県、国への要求などございましたらお聞か
せください。

ご協力ありがとうございました。アンケー ト 結果 を まとめた冊子を作成予定です。必要な方はご住

所、 お名前などをご記入下さい(無料です) 0 * 個人情報の取り扱いには十分気をつけます。

ご住所 お名前 電話
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